
 

  

 

 

 

 

めっきり寒くなってきましたね。この時期、川沿いにあるこの図書館は、風が強くてとて

も冷え込みます。 

さて、新図書館は、外壁のタイルも貼り終わり、外から見るとあまり変化がなくて正直面

白くありません。そんなわけで、またもや潜入してまいりました。1か月半ぶりの新図書館

内部は、いったいどのようなことになっているのでしょうか！！（12月 22日撮影） 
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さて、まずは例の球体です。塗装が済んで、養生され

ています。スイカみたい。 

12/8養生される前の貴重な写真がありました。 

シャボン玉をイメージし、グラデーションのかかった色で塗装

されています。 

 これは一体なんでしょう？ 

正解は、返却ポスト（裏側）です。時間外の返却はこちら

をご利用ください。 

ここは１階のカフェスペース。曲線状の仕切りの内側

は雑誌が置かれる予定です。 



 

 

奥に見える壁の向こう側が学習室です。 

勉強だけしに来た学生さんも、書架を通っていくこと

によって本が借りたくならないかな～などとちょっと期

待しています。 

学習室内部。奥の部屋は郷土資料のコーナーです。 

 

２階のひだまりスペースです。お話をしたり、お弁当を

食べたりできます。 

 

２階はもう天井を張りはじめてます。 

 
２階の書架は、明るくて広々としています。 

一般書と視聴覚資料が置かれる予定です。 

 

エレベーターがすでに稼働している、という

ささいな事実に感動。 

  


